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1.明治十年代の教育と軍事

明治政府が最も重要な事としたのは ｢兵備 ･教育 ･法律｣であり,兵偏の拡張教育の普及は,

殖産興業と共に近代国家の柱と考えられていた｡教育は明治五年の ｢学制｣以来,フラソス式の

干渉主義教育が行なわれた｡日本に義務教育制を創立する財政支出は,主に地方財政をもってま
(1)

かなわれたので,重税に悩む国民の問から教育に対する怨瞳の声が生じ.学校反対の-挟も起っ
(2)

ている｡明治政府の教育投資は,中央 ･地方共明治五年から二十年の間に集中している｡教育が

重視されたと云っても,教育に対する投資は,経済的発展や軍事的強国形成の基礎的要素として

取扱われている｡明治初年における教育は,すぐれて政治的 ･軍事的事柄であった｡

西南戦争後,巷間には不換紙幣が氾濫し,イソフレーショソが進行し,自由民権運動が高揚し

てきた｡明治十二年文部省は日本教育令を準備し,参議伊藤博文の下で法令として整備され,非

干渉主義的 ｢教育令｣が発布された｡この教育令について,元田永字 ･佐 木々高行を中心とする

官中沢が反対した｡つまり,仁義忠孝を表面に押し立てる一派が拾頭して釆たわけである｡この

保守派は自由民権運動に嫌悪感をもっており,教育令の思想を民権論に妥協するものと考えてい

る｡時の政府は自由民権運動を当面の相手としながら,大久保利通なきあと指導権の帰趨が定ま

らず,加えて天皇親政を主張し政治に容啄しようとする官中沢を敵としなければならなかった｡

官中沢は思想としては天皇親政を中核とする保守派であり,祖宗の訓典,仁義忠孝を中心とする

道徳教育推進グループであった｡この頃の教科書には自由民権思想と関係のあるものが使われて

おり,それを何とか阻止したいというのが,保守派の願いであった｡自由民権運動の高揚は,教

育問題に ｢東洋的道徳｣を持ち込む契機となり,ついに福沢諭吉の ｢通俗民権論｣ウェーランド

の ｢修身論｣等ほ,教科書として使用禁止になった｡くわえて,儒学的精神の維持は天皇と結び

つき,陸軍 人々の精神的充実の問題にも波及した｡

明治五年の徴兵令制定以来,国民の間には根強い徴兵忌避の風潮があり,徴兵忌避思想を克服

して強兵を育て,軍部を充実させる方策が検討された｡忠節にして勇武なる軍人精神の育成は,

武士道への復帰という形でも主張されたが,山県有朋によって発案され西周によって起草された

軍人勅諭は,明治十五年に頒布されている｡ここで軍人の徳目<例えば胆勇,質直勤倹,信義
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等>と天皇への絶対忠誠は,修身教育と結びつき,教育への要求となった｡
(3)

そもそも,明治十年代の教育は陸軍形成とも関係があった｡山県有朋的陸軍形成に反対する一

派から欧州の民兵制度が紹介され,民兵育成の一翼として学校体育に軍事的要素を盛り込む案が

主張された｡これに加わった陸軍々人は山田顕義 ･一浮田出の両少将であった｡くわうるに,徴兵

制度よりも民兵制度の方が国民の負担が軽かったから,在野の人々によって学校体育の軍事化は

支持され,ある程度民論を意識していたと見られる中島信行らの発言と行動は,徴兵制度に反対

する巾広い国民の声を反映していた｡さらに郵便報知新聞 ･東京横浜毎日新聞の社説が揃って,
(4)

学校体育に兵式体操採用を提唱している事実は,学校での兵式体操がヨーロッパの小国的国家経

営に発するイメ●-ジの一環であり,これは大久保 ･伊藤 ･山県らを代表とする明治政府の国家経

営のプログラムと喰違っていた部を表わしている｡ただしこの情況は明治十二年を最後に変換し

た｡地方の首長等を歴任した明治維新の功労者達が,元老院議官に多数任用されるに及んで,元

老院の性格も変化し,軍の整備は日程に上り,指導者はドイツに注目し,国会開設運動を迎えて

指導者の志向する国家形態は徐々に固まって行った｡この期?教育は西欧教育の制肘から脱した

独自のものを目ざしたが,その淡は修身の重視となり,忠君愛国の表現としての兵役と,その準
(5)

偏としての軍事的教育 (兵式体操)推進となって現われた｡修身と軍事的教育は<尽忠報国>の

一点で結び合い表裏一体をなしている｡明治十年代の修身論の底には,国軍形成の問題が横たわ

っていたのであり,修身問題は役古的風洞としてのみ説かれるのではなしに,兵式体操との組合

せで,陸軍 制々整備の一翼として把えられねばならない｡明治十五年以来の軍備拡充の中で,東

京日々新聞,兵事新聞,明治日報は強兵策を積極的に主張し,その一策として学校での兵式体操

を主張した｡郵便報知新聞 ･東京横浜毎日新聞は明治十六年まで,散兵年限短縮による国民の負

担軽減と,年限短縮を可能にする為に兵式体操の実施を唱えている｡

註(1)明治6年から10年の地方の教育相ま1,960万円で中央政府の教育費の3.8倍に当っている｡江見康一氏

｢明治の経済発展と教育投㌘｣一橋論叢48巻6号を参照されたいO

(2)江見氏同上論文参照されたい｡

(3)拙稿｢徴兵令改正と教育｣国学院雑誌65巻7号を参照されたい｡

(4)明治12年11月24日郵使報知新聞社説 明治11年8月14日横浜毎日新聞社説参照

(5)明治16年秋元老院で徴兵令改正を審議した際の諸議官の発言にみられる｡元老院会議筆記や上記拙稿

を参照されたい｡

2.明治十六年の改正徴兵令の問題点

日本の軍備は最初から対外戦を将来の目標としていたが,西南戦争以後の明治十年代は軍備拡

充と整備の時代といってよい｡一方,この時期には壮兵 (徴募した士族兵)の除隊が進み,壮兵

から徴兵に兵隊の質が変わりつ あゝった｡また,統帥権が陸軍省から独立し,参謀本部長山県有

朋を中心とする陸軍は軍備の拡充を急いでいた｡そこ-明治15年7月 ｢京城の変｣が勃発した｡

伊藤博文は憲法調査のために外遊中で,内閣には強硬論者の山県有朋に対抗出来る人が無かった

ので,･花房公使に強硬策をせるよう訓令が発せられた｡この壬午軍乱 (京城の変)には清国が大

軍を派遣して日本を牽制し,アメリカも軍艦を派遣して日本を牽制したので,日本の交渉条件は
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かなり軟化せざるを得なかった｡日本は初めて朝鮮半島で外国軍隊と対決する立場になった｡
(1)

翌八月,法令立案を担当する参事院議長山県有朋は,｢陸海軍拡張に関する財政上申｣ を建設

し次のように述べている｡

欧洲各国ノ若キ-競争進取相談ラス括抗奮励終始-ノ如ク恰モ我邦封建ノ時二似クリ故二文明

ノ世二在1)ト歴モ未夕嘗テ一日モ武備ヲ忽カセニセス其愛国ノ精神凝然犯ス可カラサルナ1)衣

邦近著普ク欧米ノ学術ヲ取り購二大二為ス所アラントス然ルニ其大本タル質箕ニシテ見-レ難

キ老-人情ノ喜テ畢ハサル所ニシテ其末流保目ノ贋然タル者-人情ノ好ソテ習フ所ナリ故二維

新以来政治教育ノ間二於テ其外観殆 卜欧米二筋沸スル老ア1)ト錐モ顧ミテ其内糞ヲ詳察スレ-

遠ク相及-サル者アルヲ如何セン是他ナシ昔時忠君愛国ノ念尚武重義ノ風漸ク消滅二蹄スルヲ

以テナ1)-････近ク我隣邦ノ勢ヲ察スルニ寂々トシテ勃興シ決シテ軽忽二附ス可カラサル老ア1)

豊思-サ可ケンヤ故二某-以為ラク昔時忠君愛国ノ念尚武重義ノ風ヲ振興スル-誠二方今ノ要

務ニシテ明治政府ノ宜シク鋭意二人心ヲシテ此二向-シム-キ所ナリ(以下略)

この時点で山県有朋にも官中沢と共通する意識が生じている｡軍備拡充をめぐって｢忠君愛国｣

を唱える修身論-精神充実論は,保守派にも近代化を推進して来た開明沢 (薩長沢を含めて)に
(2)

も共に必要なものとなった｡

対清軍備の早急な整備の為に,明治天皇は明治15年12月軍備拡張を求める勅語を出した｡時の

経済は極端なデフレ政策下にあり,義務教育の就学率も下がりつゝあった｡にもか わゝらず,級

済不況を顧慮せず軍事費を増加しなければならない自己矛盾に陥入っていたのである｡その理由

はもっぱら対外政策にあるのだが,山県有朋の世界状勢に対する理解は政治家としてばかりでな

く,軍部の指導者としてこの後ちの日本のあり方に重大な影響があるので,山県の見解を検討し

てみよう｡以下に引用する演説は,軍備拡張の勅語の出た翌日すなわち,15年12月26日に地方長

官を東京に召集した席上で行なわれた｡軍備拡張に伴う増税問題に関し参事院議長としての山県

の演説である｡

抑モ方今宇内ノ形勢ヲ通観スルニ苗圃 卜封峠シテ,克ク国家ノ鎧面ヲ保完シ猫立ヲ維持セント

欲七-,強大ノ兵力ヲ有七サル-カラス,論者或-言7,相互ノ交際ヲ律スルニ-修好憶規ア

リ,争議ヲ決スルニ-蒔国公法ア1),由テ以テ自ラ保ス-シト,其レ然り,豊其t/然ランヤ,

是レ唯々強者ノ名義ヲ慣 1)テ私利ヲ営 ミ,弱者ノ接テ以テ表情ヲ訴フルノ具タルニ過キサルノ

ミ,方今欧洲二在テ兵ノ多寡ヲ論スル,国ノ貧富ヲ論スルヨリモ急ナルアル-之力為メナラス

ソ-アラス,蓋シ兵カニシテ強大ナラサレ-,国民其生命財産ノ安国ヲ得ス,権利利益ヲ拡張

スル能-ス,随テ国民ノ富貴之ヲ拡充スル能-サルノミナラス又保維スル能-サレ-ナリ,乃

チ富国 卜強兵 ト､互二相侍T)相待ツモノタルコト,古今二亘 T)東西二通スルノー大要義 卜謂フ
(3)

へキナリ

十五年の山県有朋の上奏文といい,天皇の勅語といい,この山県の地方長官に対する訓諭とい

い非常な危機感にあふれている｡陸軍は明治十八年より以下のような軍備を整備するよう計画し

た｡歩兵二十八連隊 (内四連隊は近衛兵),騎兵七大隊,野戦砲兵七大隊,工兵隊七大隊,確重

兵七大隊,屯田兵<歩兵四大隊,鯖,砲,エ各-大隊>｡これは戦時編成七師団になるもので,

別に屯田兵-連隊という規模であった｡もっともこの頃は鎮台条例で運営されており,師団とい
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う名称は,平時には存在していない｡列強が角逐する国際政治の上では,兵力の多寡が最も有効

に働 くという認識をもつ以上,兵力増強は避けることの出来ない至上命令であった｡十六年の致

兵令改正は,この視点に立つ兵種の近代化と常備軍の兵員増加をまかなう為に企てられたもので

ある｡十六年の徴兵令改正の主要点は次の如きものであった｡

(1) 軍備拡張と兵種の近代化による常備軍の兵員増加をまかなう為に増徴出来るようにする｡

(2) 国民皆兵主義の徹底と徴兵忌避対策

(3) 現役志願制の創立

この第3､の規定は十一条にあるが,これは教育問題と不可分の事柄なので,関係条項をあげよ

う｡

第十一様 年齢滞十七歳以上浦三十七歳以下ニシテ官立府牒立学校 (小学校ヲ除ク)ノ卒業謹書

､ヲ所持シ服役中食料被服等ノ費用ヲ白餅スル者-隣二困り一個年陸軍現役二服セシム

其技塾二熟達スル者-若干月ニシテ蹄休ヲ命スルコトアル可シ但常備兵役ノ全期-之ヲ減ス

ノレコトナシ

第十二昧 現役中殊二技塾二熟シ行状方正ナル老及ヒ官立公立畢校 (小学校ヲ除ク)ノ歩兵操練

科卒業謹書ヲ所持スル者-其期末夕終ラスト産モ蹄休ヲ命スルコトアル可シ

第十九旗 官立府鯨立学校 (小学校ヲ除ク)ニ於テ修業一個年以上ノ課程ヲ卒リタル生徒-六個

年以内徴集ヲ猶預ス
(4)

官立公立小学校に歩兵操練科が規定された経緯についてはすでにのべたが,いまだ教育法令に

規定されていないのに,歩兵操練科が致兵令によって定められ,徴兵猶予の恩典から私立学校が

挽外されるという事態が生じた｡

註(1)大山梓編 ｢山鯨有朋意見書｣所収 119貢

(2)同様の意見は｢時弊を論じ政綱を振起せんとする方法を論ず｣という明治十五年五月の上英文にもみ

える｡大山梓編前掲書所収 108貢

(3)前掲書に陸軍省沿革史が収められているが,その沿革史の193京～194京に収録されている｡

(4)拙稿 ｢徴兵令改正と教育｣国学院雑誌65巻7号を参照されたい｡

3.私立学校差別待遇について

明治十七年の初頭は新散兵令の条文をめく･って,幾多の論争が新聞紙上で戦わされた｡福沢諭
(1)

盲は時事新報に強い主張をかかげた｡

私立学校二於テ-仮令ヒ歩兵操練ノ科ヲ設ケテ其卒業謹書ヲ所持スル者ア</i,モ現役ノ期終ラズ

シテ蹄休ヲ命セラル ､ノ恩典二洩ル､｢ナラソ ヾ

同じ教科課程を施行しても,私立学校であるが故に,現役年限を短縮して貰えないと批判してい

る｡実際十六年の徴兵令改正論議では,私立官立の区別は全く議論にならず,決まって しまっ

た｡しかし,私立学校の方は興亡の危機を全 く予期せずに迎えたのである｡時事新報は ｢私立撃
(2)

校廃ス可ラズ｣､をかかげた｡徴兵令改正以来,慶応義塾では100余名の退学者があり,東京専門学(3)
校にも影響が出たようである｡この状況下で福沢諭告は ｢私立学校には何れにも追て特別の恩典

(4)
を豪ることある可Lと論じて,今日に至るまで曽て之を疑はざるものなり｣と自分の期待が裏切
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られたことは認めながら,私立学校がこれで廃滅するという者に鋭く対決している｡福沢は ｢教育

令には日本国中の学校官私の別なく等しく文部卿の統理内に在るが故に官と云うも唯其校費の出
(5)

虚を異にするのみにして,学問の賓に区別はある可らず｣と官公私立の学問に区別のないことを

例をあげて主張している｡彼はさらに,私学が貧乏の割に教育法が ｢存外に美｣であることを指

摘し｢教ふる者も学ぶ者も共に与に愉快を覚るは私学固有の性質にして,之が為に往々人才を也
(5)

すこと多し｣と私学の特性を述べ,私立学校を廃す可きでないと主張する｡

新聞の論戦には顔を出していないが,中村正直にも徴兵令改正は打撃であった｡中村は文部卿

の大木喬任の私宅まで出むき,大木は病気で面会はできなかったが,書面でもって私学に対する
(71

恩典を願っている｡
(8)

東京横浜毎日新聞は ｢読改正徴兵令｣という社説で次のようにのべている｡

今回ノ徴兵令タル大二教育二保護ヲ与フルノ精神ヲ含ム老 卜思-ル此精神ヤ誠二好ミス可キ者

卜云フ可シ余輩督局者ガ此精神ヲ損マサズ兵事 卜教育 卜併進共歩セシムルアラソヲ望ムナ1)銀

行偶々本懐 (筆者註 致兵令第十一条のこと)及ヒ第十八保ヲ参観スルニ此普局老ノ精神 モ前途

如何ナル結果ヲ生ズルヤ今日二断言スル態-ザル-大二遺憾 トスル所ナリ-･-官立府県立学校

ニテ卒業シタル者及ヒ官立大撃校生徒二大二保護ヲ与へタルJモ一方ヨリ見レバ･--私立畢校二

人ル老ノ数ヲ減ジテ官立又-府県立学校 (小学校ヲ除ク)ニ入ソトスル者ノ数ヲ増加スル-必然

ナリ--教育衰退ノ結果ヲ見ル二重ラザルカヲ恐ル､所以 トス

論旨は福沢諭吉と共通している｡私立学校の差別が教育の衰退を生むことを心配し,維新 の人

材は私塾から出たこと,私立学校の卒業生が実任以上の地位に昇ったり,銀行や新聞社 で活躍

していることを指摘し,徴兵猶予の恩典を与えないと社会の為に禁 だと説誓･私立学校に恩典
を与えても私学が徴兵忌避者の宿泊所にはならないと断定している｡学習院は明治十七年四月宮

内省直轄の学校つまり官立となり,士官学校に入る特典を与えられた.これに対し東京横浜毎日
M

新聞は ｢顕官ノ子が兵卒なら一般の人民も兵役を卑しまないだろう｣と述べ批判した｡
舵)

福沢諭告は ｢兵役過れしむ可らず｣で,徴兵令改正以来学校費の支出は府県会で円滑に議決さ

れ,府県立の学校に少年が群集している状態を批判し｢軍国経世の要は,国中自然に尚武の元気

を養ひ,世々の流風以て兵役の恐る にゝ足らざるを知らしめ,菅に其本人のみならず,骨肉の婦

人女子に至るまでも傍より鼓舞して役に就かしむるが如き習俗を成さしむるに在るのみ｣と述て

いる｡福沢は歩兵操練科の設置,散兵猶予が国民に悪影響を及ぼしたことを指摘する｡十七年八

月八日の朝野新聞社説 ｢少年貴紳ノ洋行｣は,兵役を遊くる為に外国留学するならば,その消費

する資金は徴兵免役料と全く同一性格だと論及している｡東京横浜毎日新聞も十八年六月三十日

の社説に ｢官府県立学校ヲ以テ徴兵嫌選者ノ潜匿所と為すこと勿れ｣を掲げ,徴兵猶予の目的を

もって中等以上の学校に進学する者を指弾した｡もともと官立学校の歩兵操練科は徴兵忌避撲滅

の為に立案されたものである事を考えると,全く逆の影響が出ている事に注目せざるを得ない｡
㈹

これに対し明治日報は十七年二月十五 ･六日の社説で,時事新報及び東京横浜毎日新聞の社説

を身辺の利害に掃われたものと批判し,次のようにのべている｡

今月学校ノ官立公立 卜私立 トヲ間-ズ戎ル特典ヲ購興セントスルニ際シテ-先ツ其ノ大政府二

封シ有セル所ノ縁故就レカ最近キカ遠キカ叉-厚キカ薄キカヲ問7-甚ダ緊要ナリト信ズ
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大政府との縁故から考え,私立学校は政府との縁が薄いから特典からもれたと,差別を擁護し

ている｡この明治日報は東京日々新聞と共に御用新聞で,発行社を ｢忠愛社｣といったほど頑固

な保守主義的新聞であったから,自由民権運動には極端な嫌悪を示した｡同紙の漫言という欄に

は学校停止という一文があり,小学校教育が進展し丁稚共が ｢民権とか自由｣とか触れ散らして

困 りものだといい ｢之を予防するの策は学校を改良するのが第-なり｣と述べている｡明治日報

の記者には,自由民権O.理論的支柱となっている私立学校は日の敵であり,官公私立の差別待潜

は歓迎すべきことだったのである｡

註(1)時事新報社説明治17年1月18日｢徴兵令二閑シテ公私学校ノ区別｣

(2) 同上 2月7･8日社説

(3)明治日報明治17年2月15･6日社説中及び17年2月9日の東京横浜毎日新聞にも同一内容のことがみ

えている｡慶応義塾では16年末に塾生500名余であったが1ケ月で約100名退学していると前記毎日新聞

にある｡

(4)(5)(6)時事新報明治17年2月7･8日社説 ｢私立学校廃す可らず｣

(7) 国会図書館憲政資料室所蔵大木家文書中村正直書翰 3月18日の日付が入っている.

一書拝呈任侠不同之気候益御起居佳祥奉拝賀侯 陳者過日徴兵令之儀二付何分力私学迄の保護の恩典

を蒙り度顕意紙面を以て呈上仕侯 (後略) ､

(8)明治17年2月18日の社説

(9)8ゆ 明治17年2月9日一13日社説 ｢私立学校ノ存廃旦夕ニ迫ル｣

81)同上東京横浜毎日新聞17年5月29日社説 ｢華族学校官立トナル｣

的 時事新報明治17年7月30日社説

的 明治日報社説 ｢徴兵令二関シ官立公立及私立学校/区別ヲ論ズ｣

4.歩兵操練科をめぐる論争

東京横浜毎日新聞は明治十七年一月十日の社説で ｢官立学校-姑ク舎キ府煤郡区町村立ノ学校

二歩兵操練課ヲ設ケシ者アルヲ聞カズ彼官立二係ル東京師範学校ノ如キスラ先年歩兵操練課ヲ設

ソ トシテ文部省 卜陸軍省 トノ意見ノ協-ザルガ爵二中途ニシテ止 ミタリトノ説ヲ常時二聞キクル

Ilアリ左レバ全国府旅立町村立ヲ問-ズ校内二歩兵操練ノ設ケナキ-推シテ知ル可キナ 1)而 ル

ニ今徴兵令二於テ-歩兵操練課卒業証書ヲ所持スル老云云 卜云-ル保目ヲ設ケタル所ヲ推セバ政

府-向後官立府牒立町村学校二歩兵操練ノー課ヲ設ルノ意ナラン｣と述べ,歩兵操繰科の設置に

注文をつけた｡生徒の大半は貧しいのだから,服制に固執せず日本服で操練をさせよ｡さもない

と就学率の低下を招くとしている｡徴兵令は,現実に存在していない幻の教科をもとに兵役年限

の短縮を規定しているのだから,教育への大なる干渉と言わざるを得ない｡御用新聞の明治日報

は ｢語学校に操練科ヲ設ケラル ､ノ風説｣を十七年二月一日に社説として掲げた｡この内容は具

体的にいつ始まるという報道ではなく,歩兵操練科の必要性を論じたものである｡明治日報は東

京横浜毎日新聞 ･郵便報知新聞が明治十二年から主張した､国民負担軽減の為に兵式体操を採用

するという論理を逆手にとり｢何ヲカ政府ノ利益 卜謂フ兵ヲ教フルノ労ヲ省キテ大工負担ヲ軽減

スルヲ得ル｢是ナリ何ヲカ社台ノ利益 卜謂フ日ク愛国忠君ノ義気ヲ養成シ服役軍務二徒事スルノ

名誉ヲ感ズルニ至ル｢是ナリ｣(17年2月1,2日社説)と述べ,忠君愛国,国費節減の側面か

ら強く主張している｡今日官立学校に練兵を設置するのは,他日の用に供するためだとし,日本
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人民の士気高揚を願っている｡また学生が軍事研究に従事するのを推奨し,軍事研究は強国の基

礎だとのべ,スタインの門下生の軍事研究が,ナポレオンに捲席されたプロシャ復興の原動力だ

ったとの説を紹介している｡さらに,｢今日我邦ノ畢生輩-決ノ安閑トノ悦ヲ外邦二取ル可キニ

非ザルナリ｣(明治日報17年2月12日社説)というとき,我国の海外進出の野望を匂わせている｡

明治日報は,徴兵令条文に歩兵操練科の明記された事情に,次のような推論を加えている｡

今立法者が特二此ノ修中二官公立学校ノ歩兵操練科ノ卒業証書ヲ所持スル老云々スルトノ文ヲ

挿入シタル所以ノモノ-特二之t/ヲ法文二掲ケ全図ノ父兄二官立公立嬰校二於キ云々スルモノ

-斯ク々々ノ特典ヲ被ルコトアルべシトノ意ヲ明示シテ以て前陳ノ如ク愚夫愚婦ヲシテ妄1)ニ

此等学校二歩兵接続ノー科ヲ設クルヲ嫌忌スルコトナカラシメムトスルノ精神二出テクルモノ

ト察セラルルナリ(明治日報明治17年1月23日社説)

徴兵忌避の心情を有する父兄を,恩典をもって説得し,歩兵操練をスムーズに軌道にのせ,士気

の高揚を計るところに立法者の意志があるというのである｡

明治十七年十二月発行の大日本教育会雑誌には ｢体育及職業教育の準備｣という番飛訳論文があ
(1)
り,その中に 『兵隊運動 (男子)』が紹介されている｡

初等科 歩法 整列 小隊編制等ノ習練 兵隊運動ノ改習

中等科 兵隊運動即チ無銃運動諸種ノ歩法 整列 進行退行及ヒ止 方向ヲ転スル運動

高等科 兵隊運動即チ無銃運動 諸隊編制運動 地形行違 射的預備即チ射的線ノ大意

銃器構造ノ貸地習練

歩法整列に始まる初等科から,銃器構造の貸地習練に至る高等科まで内容が示されていて,この

論文によって学校操練科に知識を欠いていた人々が,大きな影響を受けたことは想像に難 くな

い｡

明治十八年五月郵便報知新聞も｢強兵策｣をか げゝ,過去の主張と変容した｡この社説で兵士

の士気を高めるために ｢社会全体二向テ壮武ノ気風ヲ養｣うことが必要だといい,一層の効果を

上げるために,次のように主張する｡

全図中小嬰ノ教課二兵ノー課ヲ加フルニ如ク-ナシ撃校生徒ノ運動二調練ヲ用ユルノ法-世間

既二之ヲ主張スル者アリ余輩ノ所謂ル全図ノ官公立学校二兵課ヲ置ク可シトノ,唯夕調練ヲ以テ

尋常運動二代ユルノ謂ヒニ非ス教科書中二兵書ヲ置クノ謂ヒ也- (18年5月24日社説)

学校の教科の中に兵書を置き,身体の上のみならず智青の上にも軍事的訓練を施そうとする｡

すなわち体育上の兵式体操だけでは不十分であるとし｢人民兵事上ノ思想ヲ発作シ世人皆ナ羅密

ノ注意ヲ加フルニ至テ兵事始テ進歩改良ス可キ也｣とのべ,当局者が有形の軍備の整備二狂奔し,I

｢無形ノ兵備ヲ修ル｢ヲ忘レスソ-強皐ノ策於是成央｣と ｢強兵策｣を結んでいる｡軍事強化は

身体訓練のみならず思想上にもその強化方策が云云されている｡十八年末に至って東京横浜毎日

新聞は ｢官立府県立学校の特権｣ (18年12月17日社説)の中で次のようにのべている｡

校中に操練の科を設け兵器の扱ひ運動の式林格の養ひ等大凡兵に適するの科を兼修せば-且事

あるの日に際し材器に従て能く兵の用に適せしむべし是の如き科を置くに於ては其書生兵役に

服せざるも能く徴兵令を設くるの精神を達するに足らん故に此科を置き其実の挙がるの学校は

私立と雄も徴兵延期の特権を附与しても竜も支障あるを見ず此科を置くも其実挙らざるの学校
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は官立府県立と雄徴兵延期の特権を与へずして可なり

この時点は森有礼文相登場の直前であり,体操伝習所に陸軍士官を採用して歩兵操練科の教師を
(2)

養成しようとしていた時に当っている｡それ故東京横浜毎日新聞は紙上で,もう一度私立学校に

官立公立と同じ待遇を与えるよう訴えたのである｡

註(1)大日本教育会雑誌14号明治17年12月31日発行 61貢に｢｡公立小学校教育組織及ヒ学科課程ヲ定ムル

規則二附スル教授細目(前号法蘭西国小学校規則綱領/紹キ)中川元詳｣という論文がありtt体育及ヒ

職業教育''という条の第三に教授細目があり,その中に本文引用部分は収められている｡

(2)明治18年12月9日同26日28日にそれぞれ定められているが,次項で詳述する｡

5.歩兵操練科実施の状況

文部省は徴兵令第十二条の規定を学校教育の中で運用すべく,明治十七年二月 ｢官公立学校

(小学校ヲ臨ク)ニ於テ演習スべキ歩兵操練科ノ程度施行ノ方法及ヒ小学校二於テ該科施行ノ適
(1)

香等ヲ取調具申ス-キ旨｣を体操伝習所に命じた｡十七年の春には歩兵操練科はいまだ実施の段

階に入っていないが,同年秋一府十二県連合学事協議会が上野の教育博物館で開かれた時,歩兵
(2)

操練科実施の件が議題になっている｡

体操伝習所は十七年二月の諮問に答えて,歩兵操羅科の課程を同年十一月十七日答申した｡こ

こで文部省はやっと歩兵操株科の成案を得たのである｡この日以後の文部省の歩兵操練について

の指令をあげてみよう｡また,歩兵操練が兵式体操と呼称されるのもこの期の出来事である｡

18年5月5日 東京師範学校体操科中に仮に兵式体操を加フ｡

同 5月12日 兵式体操用銃器取扱要項ヲ二府四十二県二通知ス

同 12月3日 東京師範学校兵式体操指令老ヲシテ帯剣七シムル｢ヲ上請允裁ヲ待是班令礼式

等一二歩兵式二則ルニ若シ帯剣セサル拝-全隊ノ精神上二関係スルヲ以テナリ

同 12月9日 体操伝習所兵式体挽及ヒ軽体操修業員二係ル教科併二俸習要旨等ヲ定ム

(同 12月22日 森有礼初代の文部大臣となる)

同 12月26日 体操伝習所伝習員及ヒ別課伝習員ノ授業料額ヲ定ム

同 12月28日 体操伝習所兵式体操及ヒ軽体操伝習員二限り授業料ヲ免除ス

十六年末の徴兵令改正以後,軍隊式体技や歩兵接線は体育教材としての位置から,独立した-

教科になろうとしていた｡｢学制｣の時代及びそれ以後の教育令の時代に,各学校が体育として

兵式体操を採用したり,政治家が体育観の未分化のため体育教材として兵式体操を取入れれば,

･尚武精神が養えると考えた部とは次元が違って来たのである｡

文部省直轄の体操伝習所は,明治十七年二月の改定学科課程の中に毎週二時間の歩兵操練を定

めており,基本体操 ･生兵小隊等を教授内容としていた｡だが翌十八年の体操伝習所規則の改定
(3)

では重体操を兵式体操の中に移し, ｢生兵より中隊に至る諸演習｣と活用銃鎗術が定められた｡

また,学科の中に ｢兵学の大意｣が置かれている｡兵式体投という言葉が学科課程の中にみえる

最初であり｢兵学｣も講義されたということは注目に価する｡

札幌農学校学校諸規則第三節には (明治九年制定) ｢体操,兵学及用兵学｣が定められており,(4)
明治九年九月の学課表には各級共毎週二時間の ｢練兵｣が置かれている｡この諸規則を定めたの
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は,W.S.クラーク教頭で,マサチューセッツ豊科大学の規則が下敷になっているのであろう｡

高級学校で練兵を規定したのは,この札幌農学校が最初であった｡明治十一年十一月東京鋲台第

-連隊付陸軍少尉加藤重任 (士官学校第一期卒業生)が開拓使に兼任を命ぜられ,札幌農学校の
(5)

兵式体操 (練兵)を担当している｡

体操伝習所がやっと設置された頃に,早くも兵式体操を正課に設置し,現役の陸軍少尉が正式

に派遣されるというのは異例であるが,それは札幌農学校の米人教師達の要求が強かったからで

ある｡十年九月教頭代理ホヰーラーが調所広丈札幌農学校長へ提出した陳情書を引用してみよう｡

(前略)兵学教師にはウエスト ポイントなる合衆国兵学校に於て成業し諸芸完備の-武官た:

るのみならす兼て完全の-厳師となり国学及び数学をも教授し得へきの人を要し侯-況んや其

実を云-は兵学教授の眼目を保持し該学科目第一肝要の制御法を実施し之をして採りて以て本

校に行ふに足るものならしむるを得-き程の良士官を陸軍中より発見し得んこと蓋し甚た確か

るへきに於てをや-合衆国の如きも教育の行届きたる数千の武官中より大統領の抜揮して国内

の大小学校大約四十箇所に分遣し教官たらしむるものは必ずウエスト･ポイント大学校に於て

高等の学業を成就せしものに限り候義に有之侯本校に於て兵学の教師たらん者は前陳の事業の

外別に又時 生々徒合を巡祝して衣服住居及ひ共身体をして精 清々潔ならしむるを以て己か任と
(6)

為すへき様いたし度侯｡

アメリカ的大学を創設しようとする W.S.クラークの意志を引きつ(･ホヰ～ラーの意図する
ものがよくみえている｡派遣士官が学生の舎監の一部を補い学生の生活指導をする点は,森有

礼の師範学校寄宿舎の生活を軍隊内務班的にした発想と相通ずるところである｡札幌農学校の練

兵は本科だけで予科は実施されなかった｡明治十四年七月九日の第二回卒業式の日,本科生四十(7)
五名は武装して兵式操練を行なっている｡観客は練兵の規律整然たる様子に感嘆したというから,
かなりの成果をあげていたものと推測出来る｡札幌農学校は政令第十二条の規定により,徴兵令

(8)
改正から七ケ月後の明治十七年七月,初めて歩兵探線科の卒業証告を授与したが,日本で最初の

歩兵操練科卒業証書である｡明治十八年三月,北海道事業局大苗記官鈴木大亮から,森源三札幌

農学校長に次のような内達があった｡

過般森文部省御用掛 (有礼)黒田顧問へ面曙之次談学校教科之事に及ひ其大意は学校生徒近来

の動作を視るに概ね文弱に流る のゝ弊あり故に武技は教科中に於て欠く-からさるものとす然

とも一般に施行するは即今行はれ難き所あり可成師範学校まてなりとも此-科を設け度希望せ

り札幌農学校は夙に武芸の-科を設け生徒をして操練の術を講習せしむるは特に筋骨を強健に

し気力を黙達ならしむるのみならす有事の日国民の義務を率するに於て其稗益砂からす賓に本

邦学校に武技を加ふるの唱矢と言う-し云 猶々顧問の思考には我邦四面環海将来海軍を盛大に

す-きは勿論の勢にして航海の術を演習するは今日の急務なれは濃学校武輩中に水練を加へ水
(9)

泳は勿論略舟棉操没の法をも了解せしむ様希望せられ候

この結果,札幌農学校には黒田清隆の希望通り,十八年七月より肪泳及操舟術が歩兵操練の中に

加えられ,十九年八月には長途行軍扮泳術演習概則が定められている.

学習院も華族の支任の第一が兵事にあるという認識から,普通の学問が修了したのち,｢海陸
㈹

軍学ノ予備ノ為メ実習科ヲ置｣いている｡もっともこれについて東京横浜毎日新聞は,実習科と
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帥

云っ七も馬術と剣術の二科で,あれ位いなら他でも実施していると喝っている｡
●●●● ●●●●

東京師範学校は十八年五月学校体操の中に兵式体操を仮に加えている｡'この兵式体操は体操伝

習所との密接な関連の下に実験的見地から行ったものである｡同年六月に,東京府は文部省の認

可を得て中学校規則の内体操の学科課程を改定し,徒手体操重体操の他に歩兵操練の初歩を定め

ている｡

地方では例えば熊本中学校同師範学校に体操伝習所出身の先生の他に,士官一名下士官三名が
0カ

毎週出張教授をしている｡これは歩兵操練と文部省年報に明記されている｡十六年の徴兵令に規

定された歩兵操練科は少しづっ地方でも実現されていた｡

註(1)明治17年2月28日布達 文部省年報 (第十二年報三文)

(2)明治17月9月30日より10月3日まで｡文部省より辻大書記官が出席している.大日本教育会雑誌12号
66貢

(3)今村姦雄著 ｢十九世紀に於る日本体育の研究｣878京879頁参照されたい｡

(4) ｢北海道大学沿革史｣ (創基50年記念大正15年刊)56頁57頁参照

(5)(6)同上書78貢参照

(7) 同上書 91京参照

(8)同上書 95頁参照

(9)同上書 97貢参照

的 実習院年報 (第四年報) 東京桃浜毎日新聞明治17年5月30日の社説より引用

的東京杭浜毎日新聞17年5月30日社説
的 文部省第十三年季附 録73京 他には愛知県も18年2月から実施していることが同附録82頁にある0

6.森有礼と兵式体操
/

森有礼は外交官としてアメリカ･イギリスに勤務し,特に駐英公使時代には憲法調査の為渡欧
(1)

した伊藤博文と教育について語ったのが縁で,第一次伊藤内閣の文部大臣になった｡伊藤の在欧

中に二 ･三の手紙の往復があったが,現在伊藤家文書 唱会絶 望扇 の中に ｢学政片言｣という

森有礼から伊藤博文宛の手紙が残っている｡在英日本公使館の罫が使われているこの文書は,伊
メンデルハコルチp- モラルハコルチ～ ヒシカル-コルチー

藤が在欧中の明治十五年に書かれたものである｡この文書は｢人工 智 能 ･徳 能 ･ 体 能

7リ薫陶歯糞此三者ヲシテ均ク上達ヲ得七シム･･･｣に始り,明治十二年に森が東京学士会院で行

った演説と同種のものである｡この ｢学政片言｣には,

我邦教育ノ状ヲ観察スルニ栗難前路ヲ擁シ紋典眼前二存スル者多シ--.眼前ノ妖典-則須ク速

カニ之ヲ補充シ以テ預メ後患ノ緒ヲ絶タサル可カラス其最モ急要ナル老-鍛練法ナリ是則人民

ノ気質体躯ヲ鍛練スルヲ指スナ])

とあって,後の ｢兵式体操の建言｣や ｢閣議案｣に連なって行く思想を打ち出している｡身体の

健康が富国富強をもたらす基礎で,身体の訓練が気質養成の手段と考えられている｡森有礼は十

七年春ロンドンから帰朝し,同年五月七日には文部省御用掛兼務を命ぜられている｡同五月十四

日には文部省の実力者九鬼隆一文部少輔が駐米特命全権公使に転じたので,文部大輔が欠員の文

部省は大木喬任文部卿の下に辻新次等の大書記官クラスが行政に当っていたから,御用掛森の立

場は文部卿に近いものであった｡森有礼は各地を学事視察し,自分の思想を伝えているが,視察
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先から文部卿大木喬任に送った手紙が現存している｡その中に ｢地方教育-概して外面行届内面

未夕精神を欠キ侯様見受申候文教育家と称するに足る-キ人物未夕多く見当り不申甚夕追憶之至
(2)

御座候｣というのがある｡文部大臣時代に精神性を重視し,師範教育に重点を置いた思想の発想

が,ここら辺にもあるように思われる｡明治十七年八月に森有礼は参事院議官として, ｢致兵令
(3)

改正ヲ講フノ議｣を上奏している｡この中で彼は次のようにいう｡

前略 夫レ全図ノ男子ヲシテ,轟ク服役セシム-辛-勿論ナリト難,然レトモ当サニ徴集二応

セシム-カラサル老二アI)0--老幼,痔疾,刑累等ニシテ兵役二服スルヲ得ザル者,--管

能三富 ミ,技芸二長シ,及ヒ学術ヲ修メ,国務二必要ナルノ目的アリテ,兵役二服七シム-カ

ラサル老是ナリ｡然カラスシテ第二ノ不応致集二属セル者,共学校二在ル二万テ-,須ラク兵

式ノ操練ヲ練習シ,尚武ノ気象ヲ養成シ,以テ国民タルノ分ヲ守ラシム-シ｡此レ最 緊要 ト

スo

徴兵令の猶予条項が悪弊を生み出している状態を指摘し,致兵令改正を建議しながら,不応致

集のものに兵式体操を課すよう主張している｡彼の意見の中では初めて徴兵猶予者に言及してい

るがその狙いは尚武精神育成にある｡十八年の埼玉師範学校での済説で,｢兵式体操-全ク前条
三個ノ目的 (従順 ･友情 ･威儀-筆者)ヲ達セントスルニ利用ス-キー法即チ道具責メノ方法ナ

1)故二此兵式体操-決シテ軍人ヲ養成シテ万一国家事アルノ日工当1)武官 トナシ兵隊 トナシテ図

ヲ護ラシメントスルカ如キ日的ヲ以テ之ヲ学科ノ中二加-タルモノニ非ス｣とのべている｡兵式

体操は全く教育の方法であるというのだが,十八年三月の札幌農学校の評価の中には ｢有事の日

国民の義務を奉するに於て其神益妙からず｣という表現がある｡森と黒田清隆が面談した折の談

話が北海道-伝わって来たのだから,多少の誤伝と黒田の意志が加わっていよう｡しかし森は札
(4)

幌農学校に屯田兵士官の養成を併せて求めているから森有礼の兵式体操論が全く教育的観点にの

み立っていると断言するのは誤まりであろう｡
(5)

文部大臣となった森有礼は ｢兵式体操二閑スル建言｣という一書を残している｡彼の主張は先

の ｢学政片言｣と同じく｢智育 ･徳育 ･体育｣の三者が平均して発達する必要を論じ

抑国家富強-忠君愛国ノ精神旺賓スルヨ7)ル来ル故二文部ノ職-主 トシテ此精神ヲ養成換夜ス

ルノ真二普ラサル-カラス是ヲ以テ体育ノ切要ヲ認メ既二学科に加-サルナシト雄モ其実効ノ

見ルニ足ル-キナキ-薫シ身軍籍二在ル者ヲ聴シテ教師二充ツルコト稀ニシテ其大数二重テ-

一夕ヒ之ヲ軍人二習ヒ停-テ其技ヲ浜スル老ヲ以テ之二任ス故二其志気二至ラ′､素ヨT)厳粛ナ

ル規律ヲ窮行シテ武毅順良ノ風教中二感化成長セル軍人 卜日ヲ同フシテ語ル-カラサルナリ-

と述べ,学校教育の目的に忠君愛国精神の養成をあげている｡彼は現在の風潮を打破し国家を富

掛 こする道は,中学校以上の学校での体操は文部省の手から陸軍省に移し,武官を選んで純然た

る兵式体操を練習させる以外に方法はないと言っている｡文部省が染手することなく,陸軍に任

せた時は厳格な規律が与えられ,身体が発達し｢武毅順良｣のうちに成長し,忠君愛国の精神が

養われ,人間としても兵隊としても著しくすぐれた者になると期待している｡森有礼の軍隊式教

育に寄せる期待は,陸軍大佐山川浩を東京師範学校長に迎えさせた｡また教育令を根底から崩し
(6)

て施行した明治十九年の諸学校令には,それぞれ ｢普通及兵式体操｣が規定された｡森 は確 か

に,かって体育論として兵式体操を提唱し,｢兵式体操の建言｣や ｢閣議案｣ではより精神面を
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重視した｡この彼の定めた ｢兵式体操｣には彼の思いをこえて種々な方面からの願いが投影され

ている｡ただし,民論を代表して新聞が明治十年代の前半に主張した,教練を実施することで兵

役年限を短縮したり,庶民の負担を軽減する望みだけは,一部の特権階級の一年志願制を除き,

無残にも打ちくだかれたムここに至って明治初年以来の兵式体操論は,十九年の一連の学校令で

教育の場に持ち込まれることで終止符を打った｡そしてこの兵式体掛 ま学校教育の中へ直接軍部

の影響を投影するパイプの役目をはたすことになった｡

註(1)木村匡著 ｢森先生伝｣参照

(2)大木家文書にあるO森有礼が学事視察の出張先から報告した手紙(宴会窮 空所扇
(3)松下芳男著 ｢明治軍制史下｣133頁所収

(4) ｢創基五十年記念北海道大学沿革史｣ 121頁参照 ｢森文部大臣-･･･北海道に向っては屯田兵士官養成

の必要を認む-｣

(5)森家文書(宴会鰐 望蔵)朗 罫紙は制度棚 局のものである｡
(6)最初小学校令には隊列運動とあったが明治二十一年より兵式体操となった｡


